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■表紙の写真説明

12月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

２　第９回さつまフェスタ

４　国民健康保険制度

10　まちのニュース

18　がんばれ認定農業者!!

　　保健師だより　

20　税務課からのお知らせ　　

22　くらしの情報

６　介護保険事業年報

　　（平成24年度）

８　新民生委員・児童委員・主任

　　児童委員紹介

28　人・夢

　　休日在宅医・薬局

27　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

19　シリーズ　　　　　　　　　

　　子どもたちが元気！

　　学校が元気!

さつまフェスタの会場には消

防体験コーナーも設置され、

水消火器体験、煙体験、天ぷ

ら油実験なども行われました。

写真は、自力登はんの様子。
と

　

11
月
17
日
、
薩
摩
総
合
運
動
公
園
で
第
９
回
さ

つ
ま
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
内
外
か
ら
約
８
，
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
農
林
産
物
の

展
示
即
売
、
五
ッ
太
鼓
ま
つ
り
や
郷
土
芸
能
祭
、

さ
つ
ま
大
鍋
の
無
料
配
布
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
９
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号

に
よ
る
大
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
て
い
る
青
森
県
鶴
田
町
へ
の
義
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。
町
民
体
育
祭
・
町
文

化
祭
・
さ
つ
ま
フ
ェ
ス
タ
時
等
で
合
計
２
２
８
，

９
８
２
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
同
町
の
佐
藤
産

業
観
光
課
長
へ
日
髙
町
長
か
ら
義
援
金
の
目
録
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大人気のさつまるちゃん一日消防署長のかぐや姫、火災予防をＰＲ
仮屋原三尺棒踊り（佐志区・仮屋原伝統保存会） 角郷三本矢旗踊り（久富木区・角郷郷土芸能保存会）棒踊り（平川区・北原棒踊り保存会）

義援金の目録を読み上げる日髙町長

鶴田町の美味しいりんごはいかが？

上棟式ではたくさんのお餅やお菓子がまかれました

つきたて餅を無料配布（農業青年クラブ）健康相談コーナーも大忙し

錦光保育園児による太鼓演奏

①

第
９
回 

さ
つ
ま
フ
ェ
ス
タ

第
９
回 

さ
つ
ま
フ
ェ
ス
タ

さつまがさつまがにぎわうにぎわう
魅力たっぷりなイベント

①さつま大鍋にはたくさんの行列が（1,000食）

②手作りの竹とんぼ。うまく飛びますように！

③ねぶた運行実行委員会による義援金活動

④迫力ある薩摩川内踊り太鼓

⑤中種子町の甘くておいしい安納芋

⑥薩摩中央高校も出店！

⑦剣をつくってもらったよ☆（バルーンアート）

②③

④

⑤

⑥

⑦

※

幤
舞
い
の
写
真
（
紫
尾
区
）
は
Ｐ
10
に
掲
載

へ
い



①国保税
　４億3,491万円　
　　(12.3％)

②国庫支出金
　８億4,673万円　
　　　　(24.0％）

②国庫支出金
　８億4,673万円　
　　　　(24.0％）

③交付金
　16億7,812万円　
　　(47.5％)

④県支出金
　１億8,819万円　
　　(5.3％)

⑤繰入金
　２億6,643万円　
　　(7.5％)

⑥繰越金
　１億1,995万円　
　　　(3.4％)

歳入
35億3,433万円

⑩その他
　１億1,914万円
　　(3.5％)

⑧支援金・拠出金など
　７億8,309万円
　　　　(23.2％)

⑧支援金・拠出金など
　７億8,309万円
　　　　(23.2％)

⑨介護納付金
　１億5,331万円
　　(4.6％）

⑦保険給付費
　23億1,827万円　
　　(68.7％)

歳出
33億7,381万円

被保険者数及び世帯数の推移

一般

世帯数

退職

平成22年度 平成23年度 平成24年度

計6,841

5,000

5,200

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

6,509

332

6,259

計6,634

375

(人)
(世帯)

6,067

3,920

3,988

4,073

3,800

3,850

3,900

3,950

4,000

4,050

4,100

4,150

4,200

計6,461

394

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

416,625円

349,755円

428,301円

362,410円

425,954円

369,295円

(円)
一人当たり医療費の推移

県内

市町村平均

さつま町

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

74,000

76,000

78,000

80,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

64,378円

74,357円

64,122円

76,069円

66,763円

76,801円

(円)
一人当たり国保税の推移

県
内
市
町
村
平
均

さ
つ
ま
町

循環器系の
疾患
18.6％

精神及び
行動の障害

12.3％

消化器系の
疾患

筋骨格系及び
結合組織の疾患

内分泌、栄養
及び代謝疾患

9.7％

神経系の疾患

8.8％

その他
12.6％

尿路性器系の
疾患

10.9％

5.6％

5.0％

新生物
16.5％

５ 広報さつま ４広報さつま

本
町
国
民
健
康
保
険
の
平
成
24
年
度
の
決
算
状
況
や
医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
の
保
険
税
と
公
費
（
国
・
県
・
町
）
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
と
保
険
税
の
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
決
算
で
は
、
形
式
上
で
は

１
億
６
，
０
５
２
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
前
年
度
繰
越
金
や
６
，
７
４
０
万

円
の
基
金
繰
入
を
差
し
引
く
と
実
質
的
な
収

支
は
、
２
，
６
６
２
万
円
の
赤
字
で
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
数
、
世
帯
数
と
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
25
年
３
月
末
の
被
保
険
者
数
は
町

の
人
口
の
27
．
7
％
で
す
。

　

平
成
24
年
度
で
は
、
一
般
被
保
険
者
（
74

歳
以
下
で
退
職
被
保
険
者
を
除
く
）
６
，
０

６
７
人
、
退
職
被
保
険
者
（
主
に
会
社
な
ど

を
退
職
さ
れ
て
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
）
３

９
４
人
の
計
６
，
４
６
１
人
で
、
世
帯
数
は

３
，
９
２
０
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
総
医
療
費
は
、
平
成
24

年
度
で
27
億
５
，
２
０
９
万
円
余
り
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
３
．
１
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り

医
療
費
は
、
42
万
５
，
９
５
４
円
で
県
内
平

均
の
36
万
９
，
２
９
５
円
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
生
活
習
慣
病
の
増
加
」
、「
医

療
技
術
の
高
度
化
」
、
「
高
齢
人
口
の
増

加
」
、
「
同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
健
康
を
さ
さ
え
る

１ 

平
成
24
年
度
決
算
状
況

厳
し
い
運
営
状
況

２ 

被
保
険
者
数
は
減
少
傾
向

３ 

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

　
県
内
第
５
位
（
42
万
６
千
円
）

①納めていただいた国保税

②国が支出する負担金や交付金

③支払基金などが支出する交付金

④県が支出する負担金や交付金

⑤一般会計繰入金、国保基金繰入金等

⑥前年度繰越金

⑦医療費などの支払いに充てる費用

⑧後期高齢者医療制度などの運営に充てる

　支援金や共同事業の拠出金等

⑨介護保険の運営に充てる納付金

⑩特定健診等の保険事業費、事務費など

健康づくり教室（さつま水中運動教室）健康づくり教室（さつま水中運動教室） 健康づくり教室（ＺＵＭＢＡ　ＧＯＬＤ）健康づくり教室（ＺＵＭＢＡ　ＧＯＬＤ）

１に栄養、２に運動、３に休養「健康の３原則」をしっかり守って自己管理

～健康づくりで医療費節約～～健康づくりで医療費節約～

１
位
…
循
環
器
系
の
疾
患
（
高
血
圧
性
疾

患
、
く
も
膜
下
出
血
、
脳
内
出
血
、

脳
梗
塞
な
ど
）

２
位
…
新
生
物
（
胃
・
大
腸
の
悪
性
新
生

物
な
ど
）

３
位
…
精
神
及
び
行
動
の
障
害
（
統
合
失

調
症
、
気
分
（
感
情
）
障
害
神
経

症
性
障
害
な
ど
）

４
位
…
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

（
関
節
障
害
、
全
身
性
結
合
組
織

障
害
、
脊
椎
障
害
）

５
位
…
消
化
器
系
の
疾
患

■
疾
病
分
類
（
平
成
24
年
10
月
診
療
）

　
　
　
　
　
　
　
【
入
院
＋
入
院
外
】

　

国
民
健
康
保
険
１
人
当
た
り
の
国
保
税
は
、

平
成
24
年
度
で
６
万
６
，
７
６
３
円
で
県
内

平
均
の
７
万
６
，
８
０
１
円
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
医
療
費
が
高
水
準
で
推
移
し
た
場

合
は
、
税
率
の
改
正
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

使
わ
れ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、
大
分
類
疾

病
ご
と
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
平
成
24
年
度

10
月
診
療
（
入
院
＋
入
院
外
）
分
で
み
ま
す

と
、
１
億
９
，
０
７
０
万
８
，
８
０
０
円
使

わ
れ
、
第
１
位
が
「
循
環
器
系
の
疾
患
」
、

第
２
位
「
新
生
物
」
、
第
３
位
「
精
神
及
び

行
動
の
障
害
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

検
査
や
処
置
を
や
り
直
す
た
め
医
療
費
の

ム
ダ
使
い
に
な
り
ま
す
。

二
、
診
療
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　

急
患
の
場
合
は
別
と
し
て
、
時
間
外
受
診

は
加
算
料
金
も
つ
き
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担

に
も
な
り
ま
す
。

三
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
！

　

病
歴
や
体
質
な
ど
把
握
し
て
い
る
た
め
、

治
療
効
果
も
上
が
り
ま
す
。

四
、
定
期
的
な
健
康
診
断
（
特
定
健
診
）
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

五
、
毎
日
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　

食
事
・
睡
眠
・
運
動
な
ど
規
則
正
し
い
日

常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
！

　

医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て
変
更
可
能
で

あ
れ
ば
安
価
で
経
済
的
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
処
方
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。
相
談

し
に
く
い
場
合
は
、
窓
口
で
被
保
険
者
証
と

と
も
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ

ー
ド
」
（
被
保
険
者
証
ケ
ー
ス
）
を
提
示
し

ま
し
ょ
う
。

４ 

一
人
当
た
り
の
国
保
税
は

　 

　
県
内
第
26
位

　 

　
（
６
万
６
，
７
６
３
円
）

５ 

疾
病
分
類
別
医
療
費

■
疾
病
分
類
別
医
療
費

６ 
医
療
費
を
減
ら
す

　
　
た
め
に
で
き
る
６
か
条

■
お
問
い
合
わ
せ
先

  

健
康
増
進
課 

保
険
係

  

☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
１
）

《
歳
出
》

《
歳
入
》



介護度別のサービス利用者の状況／平成25年3月末現在 （単位：人）

居宅介護 地域密着 老人福祉 老人保健 療養型 合計

要支援１ 172 3 0 0 0 175 261 86

要支援２ 187 0 0 0 0 187 255 68

要介護１ 213 21 1 5 0 240 299 59

要介護２ 187 20 9 16 0 232 284 52

要介護３ 125 32 41 36 0 234 257 23

要介護４ 65 20 79 36 8 208 226 18

要介護５ 37 8 127 32 17 221 253 32

合 計 986 104 257 125 25 1,497 1,835 338

比 較 53.7% 5.7% 14.0% 6.8% 1.4% 81.6% 100% 18.4%

区　　分 認定者数 未利用者
サ ー ビ ス 利 用 者

６広報さつま７ 広報さつま

　
介
護
保
険
事
業
は
40
歳
以
上
の
方
が
加
入
者
（
被
保
険

者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
は
、
40
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
介
護
保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
財
源
内
訳
は
次
の
よ
う
な
割
合
で
し
た
。
（
財

源
＝
介
護
保
険
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
）

　町では、住民の皆さんの介護予防に役立てるため、「基本チェックリスト」を配布しました。

　基本チェックリストは、心身の状態をチェックできるように足腰の筋肉など運動器に関す

ることや食生活など栄養に関すること、歯などお口の健康に関することを中心に日常生活や

健康状態など３０項目について「はい」「いいえ」で答えていただくものです。

　町では、回答していただいた基本チェックリストをもとに、介護予防の取組が必要と思わ

れる人を決定し、対象者に対して介護予防教室の案内を送付させていただきました。

　介護予防は、「介護が必要にならない」また、「悪化させない」ために行います。いつま

でも自分らしく自立した生活を送れるよう、ぜひ、介護予防の取組を始めましょう！

　

平
成
24
年
度
は
、
23
年
度
に
県
財
政
安
定
化
基
金

か
ら
借
り
入
れ
た
４
，
５
０
０
万
円
の
返
済
分
１
，

５
０
０
万
円
を
含
め
て
、
新
制
度
の
導
入
や
報
酬
改

定
等
あ
り
ま
し
た
が
大
き
な
影
響
も
な
く
、
計
画
の

範
囲
内
で
安
定
し
た
事
業
運
営
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
、

予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業
や
包
括
支
援
事
業
、

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
重
点
的
に
実

施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
財
源
】

【
介
護
保
険
の
財
源
】

　サービス利用者の認定者に対する割合は、平成２５年３月現在で、認定者の８１.６％（１,４９７人）が

介護サービスを受けています。また、認定者の５３.７％（９８６人）が在宅でのサービス受給者です。な

かでも要介護２以上の中重度の在宅サービス受給者は、認定者の２２.６％（４１４人）となっています。

　平成２４年度の介護予防にかかる基本チェックリスト対象者については、回答数が５,７６１人（回収率

９５.１％）と高く、うち基本チェックリストによる各選定者は延べ４,１６４人（重複あり）となりました。

基本チェックリストによる２次予防対象者（重複あり）／平成24年度調査

※地域密着は、グループホーム及び小規模多機能施設のことです。老人福祉は、特別養護老人ホームのことです。

介護予防に関するお問い合わせ　介護保険課　介護予防係　☎53-1111(内線2173)または☎52-4690(直通）

国 25.0％

鹿児島県
 12.5％

さつま町
 12.5％

第１号被
保険者
 21.0％

　介護保険
　の財源
（利用者負担
　分は除く）　　　

第２号
被保険者
 29.0％

保険料(５０％)＋公費(５０％)

介護サービス費利用料の利用者負担分（原則１割）

を除いた９割をこの財源でまかなっています。

１号被保険者数 前年度比年度

22年度 8,449人 △204人

23年度 8,349人 △100人

24年度 8,372人 23人

65歳以上　１号被保険者（人数は各年度末現在）

65歳以上の方の

　介護保険料

40歳以上65歳

未満の方は加

入している医

療保険とあわ

せて納めます

単位：千円

24年度23年度

歳入総額 2,882,304 2,973,575

歳出総額 2,808,061 2,900,734

実質収支 74,243 72,841

◆決算額

区　　分

選 定 者 

比較（出現率） 23.9％ 13.6％ 14.3％ 15.8％ 1.1％ ― 3.6％ 

1,378 61 785 207 821 912 4,164

運動機能 栄養改善 口腔機能 閉じこもり もの忘れ うつ 計（重複あり）

資料「介護保険状況報告Ｈ25-５」から

介
護
保
険
事
業
の
状
況
（
平
成
24
年
度
年
報
）

●認定者　１,８３５人　　　　　　　　　　　
●認定率（６５歳以上に占める割合）２１.９％ 
●認定者の内訳　
　・後期高齢者　（７５歳以上）　　９２.１％
　・前期高齢者　（６５～７４歳）　　６.１％
　・２号被保険者（４０～６４歳）　　１.８％

●認定者の平均年齢　　８４．２歳
　男８１.９歳、女８５.１歳
●認定者の男女比　
　男２４％、女７６％　

【さつま町の介護認定状況】平成２５年３月末現在

【
平
成
24
年
度
実
績
】

単位：千円

区　　分

介護サービス費 2,346,370

1,284,326

285,887

163,695

67,579

146,194

2,727,167

2,144

776,157

介護予防サービス費

審査支払手数料

高額介護サービス費

特定入所者サービス費
保険給付費合計

在宅サービス費

施設サービス費

地域密着サービス費

地域密着サービス費

介護予防サービス費

24年度

◆保険給付費の支出状況

161,551

3,329

【基本チェックリスト調査結果】平成２４年度分

※比較欄は、回答者数に対する区分毎の割合（出現率）

◎基本チェックリストは要介護等認定を受けていない６５ 歳以上（平成２４年４月１日現在）
　の人に郵送しました。御協力ありがとうございました。

【介護度別のサービス利用者の状況】
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◆主任児童委員

区 区 区担当公民会 氏　　名 担当公民会 氏　　名 担当公民会 氏　　名
城之口  春田　祐子 木渋  引地　倫子 下手  東　キヨ子

五日町  永田　まり 仮屋原・前目  薗田　武德 下中福良・上中福良  下大迫　紀子

ウッドタウン・観月台  橋之口　惠美子 ほたる  深川　寛人 求名町  四位　稔

町頭・ホープタウン  久木野　むつ子 広瀬・池之野  松山　まち子 橋掛・境田・搦  七搦　巧

上仲町  柳田　勝美 さくら・上寺下  宮之脇　加代子 下狩宿・上狩宿  外囿　良幸

天神  迫田　マサ子 豆漬・布田  河野　修一 熊田  岩﨑　友治

屋地馬場・八幡馬場  関　啓子 あながわ・田原  手塚　修平 戸子田  蕨野　紀子

愛宕  小島　英彦 山崎上・山崎中  黒木　照代 広橋・黒鳥  今東　晴夫

川原町  鬼塚　三武 山崎町・草田・古野  山口　すみ子 金山  髙橋　愛子

東谷  桑元　行弘 荒瀬  長福　ミナ子 仕明・吉川  永松　道子

中央（前）  東條　さつえ 北原・大長  寺地　芳子 新町  横井　洋子

中央（中）  宮田　和子 角郷  大園　良正 新岩元・駒ヶ段  新地　章了

中央（後）  桑本　久美子 久富木町・大畝町  中村　廣子 簗平・下別府  平　一行

虎居町  濱﨑　茂 二渡町  本村　寛 南川  川宿田　益夫

東町  有村　冨久美 二渡・折小野  小川　政德 別野  久保　斎

西町  藤田　進 須杭  德留　律子 弓之尾  田畑　俊嗣

轟原（上）  大平　ヒロ子 白男川  堂園　義隆 尾原  森永　博子

轟原（下）  上間　睦美 浅井野  内村　正子 武白猿  轟原　修

虎居馬場  中野　幸男 高峰・きらら（久木野） 松下　京子 北方町  堂囿　和子

西手東・西手西 　　サチ子 きらら（泊野上・宮田）  市野　朋子

上向・上向中  石野　和好 上場･大平  平島　はつ子 （敬称略）

虎居大角・甫立  甫立　いつ子 東･浦川内・山神  小丸　サツ子  木原　実久

海老川・日当瀬・下川口  上牧瀬　美香 鶴田南  柳田　博滿  前田　依子

一ツ木  橋口　美智枝 鶴田大角・上手・鶴田町  若松　三千代  島子　興喜

時吉 時吉区  中間　實 東善寺・城内  知敷　大作

船木東 ・ 旭  有川　純義 麓・東湯田原  川畑　裕之

船木西  外越　照久 湯田原・櫃ケ迫  濵島　勝子

船木下  宮原　清 大野･上下大迫  上大迫　みどり

柊野 柊野区  福囿　安子 高嶺・中間  柳田　順子

下平川  是枝　浩海 新田・栗野・柳野・大俣  中村　金次郎

上平川  原田　ちず子 上川口・市場  四位　幸雄

大薄下 　　道子 諏訪下・種子田  橋之口　和代

大薄上  大薄　けい子 小路下手・大願寺  杉水流　安美

湯之元  三角　睦子 下京塚原・京塚原  外囿　一幸

湯田上・西湯田原  小緑　繁 紫尾下  湯田　建子

湯田中・湯田下  内山　幸子 紫尾中  欠員

紫尾上  小久保　伸代

宮之城地区

鶴田地区

薩摩地区

◎民生委員・児童委員…社会奉仕の
精神を持って、生活に困っている
人、児童・心身障害者（児）・高
齢者・母子（父子）世帯等援護を
必要とする人々の援護活動や相
談・助言活動など、地域福祉向上
に向けて様々な取り組みを行いま
す。

◎主任児童委員…地域において児童
福祉に関する事項を専門的に担当
する児童委員です。従来の区域を
担当する児童委員と一体となった
活動を展開し、児童福祉の向上を
図ります。

　

「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め

に
、
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活

や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援

助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
民
生
委
員
は
児

童
福
祉
法
に
よ
っ
て
「
児
童
委

員
」
も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠
中
の

心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安
に
関

す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
家
族
関

係
や
地
域
社
会
に
お
け
る
つ
な
が

り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
中
で
、
子

育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
方

や
、
障
害
が
あ
る
方
・
高
齢
者
が

孤
立
し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

な
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民

と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
生
活
状
況
を
適
切

に
把
握
し
、
援
助
を
必
要
と
す
る

方
に
相
談
や
助
言
、
援
助
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
な
ど
の
援
助
や
関

係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
事
業
や
活

動
へ
の
支
援
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め

に
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
は
次
の
７
つ
の
「
は
た
ら
き
」

が
あ
り
ま
す
。

１
．
社
会
調
査

担
当
区
域
内
の
住
民
の
実
態
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
日
常

的
に
把
握
し
ま
す
。

２
．
相
談

住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

３
．
情
報
提
供

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
情
報

を
住
民
に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。

４
．
連
絡
通
報

住
民
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
需

要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
行
政

機
関
、
施
設
、
団
体
等
に
連
絡

し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ

プ
の
役
割
を
つ
と
め
ま
す
。

５
．
調
整

住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

６
．
生
活
支
援

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動

を
自
ら
行
い
、
支
援
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

７
．
意
見
具
申

活
動
を
通
じ
て
発
見
し
た
問
題

点
や
解
決
策
に
つ
い
て
と
り
ま

と
め
、
必
要
に
応
じ
て
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
を
と
お
し

て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提

起
し
ま
す
。

ストラップ

携帯クリーナー

あなたの身近な相談相手

新民生委員・児童委員・主任児童委員の紹介

新しい民生委員・児童委員・主任児童委員９４名を紹介します。

任期は平成２５年１２月１日から平成２８年１１月３０日までです。

■お問い合わせ先
　福 祉 課　高齢福祉係 ☎ 53-1111（内線2131）
　鶴田支所　保健福祉係 ☎ 53-1111（内線4113）
　薩摩支所　保健福祉係 ☎ 53-1111（内線6122）

◆民生委員・児童委員（敬称略）

虎
　
居

船
木

平
川

湯
田

宮
之
城
屋
地

佐
　
志

求
　
名

永
　
野

中
津
川

山
崎

久
富
木

二
渡

泊
野

鶴
田

神
子

柏
原

紫
尾

白
男
川

民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
っ
て
な
に
？

ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
？

７
つ
の
は
た
ら
き

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

販売中

さつまるちゃんストラップ
　☆価格　１個　※定価４２０円（税込）

 　　＜取扱店６店舗＞

　　　・宮之城ちくりん館

　　　・平川郷　ひらかわ屋

　　　・せせらぎの郷　二渡

　　　・つるだ特産品販売所　自慢館

　　　・さつま特産品直売所

　　　・さつま物産館（宮之城鉄道記念館内）

さつまるちゃん携帯クリーナー
　☆価格　１個　※定価５２５円（税込）

　　＜取扱店１店舗＞

　　　・さつま物産館（宮之城鉄道記念館内）

町内で販売中

で～す！

グッズグッズグッズ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

県
代
表
と
し
て
羽
ば
た
け

紫
尾
温
泉
ま
つ
り

さ
つ
ま
た
け
の
こ
初
出
荷

模
擬
せ
り
を
体
験

学
校
の
取
組
を
紹
介

さ
つ
ま
de
郷
コ
ン

商
工
業
繁
栄
に
期
待

祝
金
を
贈
呈

防
災
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

さ
つ
ま
を
満
喫

郷
土
芸
能
を
披
露

全
国
中
学
バ
レ
ー
大
会

薩
摩
中
央
高
校

新
規
参
入
者
等
へ
支
援

町
商
工
会
青
年
部

新
規
就
農
後
継
者

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

芋
掘
り
体
験

い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
よ

10広報さつま11 広報さつま

　

10
月
26
日
、
町
商
工
会
青
年
部

及
び
E
n
j
o
i
n
（
エ
ン
ジ
ョ

イ
ン
）
さ
つ
ま
主
催
の
「
さ
つ
ま

de
郷
コ
ン
in
観
音
滝
公
園
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
を
盛
り
上
げ
定
住
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
始
ま
っ
た

こ
の
企
画
。
当
日
は
、
男
性
13
人
、

女
性
10
人
の
計
23
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
、
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
交
流
。
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成

立
し
ま
し
た

　

第
２
回
目
は
11
月
23
日
に
開
催

さ
れ
、
男
性
25
人
、
女
性
24
人
が

参
加
し
、
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
な
ど

を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
８
組
の

カ
ッ
プ
ル
が

成
立
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
紫
尾
神
社
境
内
で
、

第
９
回
紫
尾
温
泉
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
舞
台
発
表
や
紫
尾
区

の
小
・
中
学
生
に
よ
る
片
平
棒
踊

り
、
約
10
年
振
り
に
復
活
し
た
紫

尾
地
区
だ
け
に
伝
わ
る
女
性
だ
け

の
踊
り
「
幤
舞
い
」
が
披
露
さ
れ
、

訪
れ
た
人
は
勇
壮
な
舞
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

今
年
で
27
回
目
を
迎
え
る
全
国

都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
（
通
称
＝
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）
の

鹿
児
島
県
選
抜
選
手
と
し
て
、
宮

之
城
中
学
校
３
年
生
の
西
唯
吹
さ

ん
と
田
代
真
輝
さ
ん
の
２
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
顧
問
で
同
中
学
校
教

諭
の
古
田
康
洋
監
督
の
下
、
日
々

の
練
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
全
国

大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
校
監
督
の
古
田
先
生

は
、
鹿
児
島
県
選
抜
の
監
督
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
大
会
は
、
12
月
25
日
か
ら
28

日
ま
で
大
阪
市
中
央
体
育
館
を
中

心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
20
日
、
第
６
回
市
場
ま
つ

り
が
船
木
地
区
の
公
設
地
方
卸
売

市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
野
菜
・
果
物
・

花
・
海
産
物
等
の
販
売
や
上
宮
保

育
園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、
ニ
ジ

マ
ス
の
つ
か
み
取
り
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
青
果
物
の

模
擬
せ
り
や
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
目
当

て
の
品
を
次
々
に
競
り
落
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
船
木
区
五
反
田
サ

ロ
ン
の
会
員
19
人
が
農
業
生
産
や

農
産
加
工
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

薩
摩
中
央
高
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
職
員
よ
り
学
校
の
沿

革
や
行
事
、
校
内
で
販
売
し
て
い

る
加
工
品
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
物
生
産
科
の
生
徒
は
、

商
店
街
へ
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
贈

呈
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

発
表
し
、
魅
力
あ
る
高
校
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　　

10
月
29
日
、
町
長
室
で
商
工
業

新
規
参
入
者
補
助
金
及
び
商
工
業

後
継
者
祝
金
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
新
規
参
入
支
援
補
助
は
、

新
た
に
商
工
業
に
関
す
る
経
営
を

開
始
し
た
40
歳
未
満
の
方
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
商
工
業
後
継
者

祝
金
は
、
親
兄
弟
又
は
姉
妹
が
営

む
商
工
業
を
引
き
継
い
で
経
営
を

し
た
55
歳
未
満
の
商
工
会
員
の
方

に
対
し
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
７
人
の
方
に
対
し
て
、
日

髙
町
長
か
ら
祝
金
の
授
与
が
行
わ

れ
、
商
工
業
繁
栄
に
期
待
を
込
め

た
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
人
の
対
象
者
か
ら
は
、

経
営
を
通
じ
て
地
域
貢
献
を
し
た

い
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
規
参
入
者
（
敬
称
略
）

・
上
村　

和
実
（
飲
食
業
） 

・
鍋
田　

友
昭
（
建
設
業
）

・
柳
野　

洋
行
（
建
設
業
）

商
工
業
後
継
者
（
敬
称
略
） 

・
南　

加
奈
子
（
飲
食
業
） 

・
谷
山　

博
一
（
消
防
設
備
） 

・
大
迫　

尚
至
（
畜
産
業
）

・
川
畑　

幸
春
（
捕
鳥
業
）

 　

10
月
29
日
、
町
商
工
会
青
年
部

よ
り
町
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
部
が
町
夏
ま
つ
り

で
販
売
さ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
売
上

の
中
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
品
は
、
災
害
時
等

に
活
用
さ
せ
て
い
だ
き
ま
す
。

　

10
月
29
日
、
町
長
室
で
さ
つ
ま

町
農
業
後
継
者
祝
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
に
後
継
者
と
し

て
新
規
に
就
農
し
た
方
に
祝
金
を

贈
呈
し
、
就
農
意
欲
の
向
上
と
優

れ
た
農
業
経
営
者
の
育
成
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
農
業
の
活

性
化
と
農
村
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
間
手
野
徳
彦
さ
ん

（
37
歳
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
と
中
村

貴
司
さ
ん
（
41
歳
・
生
産
牛
＋
水

稲
）
の
２
人
が
後
継
者
と
し
て
就

農
し
、
贈
呈
式
で
日
髙
町
長
か
ら

農
業
後
継
者
へ
励
ま
し
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
に
さ
き
が
け
て
早
掘
り

『
さ
つ
ま
た
け
の
こ
』
の
初
出
荷

式
が
、
10
月
31
日
に
Ｊ
Ａ
北
さ
つ

ま
本
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
『
さ
つ
ま
た
け
の
こ
』

は
、
超
早
掘
り
た
け
の
こ
と
し
て

高
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
主
に

高
級
料
亭
で
旬
を
味
わ
う
食
材
と

し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
管
内
の
生
産
者
33
人

か
ら
平
年
を
大
き
く
上
回
る
約
95

㎏
の
出
荷
が
あ
り
、
筍
振
興
会
や

関
係
者
が
集
ま
る
中
、
表
年
で
活

気
が
期
待
さ
れ
る
今
年
の
生
産
を

祈
願
し
東
京
築
地
市
場
に
出
荷
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
管

内
か
ら
出
荷
さ
れ
る
た
け
の
こ
を

『
さ
つ
ま
た
け
の
こ
』
と
い
う
地

域
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
２
日
、
宮
之
城
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
薩
摩
中
央
高
校
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
部
に
よ
る
さ
つ
ま
い

も
の
収
穫
祭
が
同
校
の
農
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
10
か
所
の
保

育
園
（
所
）
児
や
幼
稚
園
児
が
参

加
し
、
芋
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
校
生
徒
手
作
り
の
お
芋

ス
テ
ィ
ッ
ク
も
配
付
さ
れ
、
園
児

ら
は
出
来
た
て
の
お
菓
子
を
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

お芋、とれたよ～♪

日髙町長より祝金を受け取る間手野さん(右)

防災グッズを手にする日髙町長と商工会青年部員

左から日髙町長、川畑さん、大迫さん、谷山さん、
柳野さん、南さん、鍋田さん、上村さん

お芋スティック、おいしかったよ!

出荷式であいさつする紺屋副町長 大好評だったバナナのたたき売り新鮮野菜の販売

生物生産科生徒による発表校内の施設見学の様子

左から田代さん、西さん、古田先生

グラウンドゴルフを楽しむ参加者

幤舞いを披露する婦人会のメンバー紫尾区の小・中学生による片平棒踊り

市
場
ま
つ
り

い
ぶ
き

な
お
き

へ
い



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

秋
の
味
覚
堪
能

盛
大
に
開
催

故
郷
を
懐
か
し
む

ご
当
地
グ
ル
メ
勢
揃
い

消
防
車
交
付
式

県
へ
整
備
要
望

県
文
化
財
功
労
者
表
彰

育
児
の
大
切
さ
学
ぶ

歌
声
と
演
奏
に
感
動

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

関
西
さ
つ
ま
会
総
会

町
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

地
域
高
規
格
道
路

　
國
健
一
郎
さ
ん

一
日
保
育
体
験

永
野
分
団

黒
毛
和
牛

  
た
け
の
こ
丼
を
Ｐ
Ｒ

国
道
３
２
８
号

12広報さつま13 広報さつま

最新式の消防車に更新されました

黒毛和牛たけのこ丼をＰＲしました

子どもとふれあう中学生

布袋副知事に要望書を手渡す日髙町長

スイートポテトを作る様子

故郷の話題で盛り上がりました

みんなで「ふるさと」を合唱

元気いっぱいの山崎小児童

　

10
月
19
日
、
鶴
田
保
健
セ
ン
タ

ー
調
理
室
で
開
催
さ
れ
、
塾
生
23

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
産
に
こ
だ
わ
っ

た
材
料
を
使
用
し
、
き
の
こ
の
パ

ス
タ
２
種
（
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
・

和
風
オ
イ
ル
ソ
ー
ス
）
と
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
作
り

方
は
、
子
ど
も
が
家
庭
で
も
作
れ

る
よ
う
に
簡
単
な
レ
シ
ピ
を
採
用

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
包

丁
や
調
理
器
具
に
苦
戦
し
な
が
ら

自
分
た
ち
で
料
理
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
「
家
で
作
っ
て
み
た
い
」

「
も
っ
と
色
々
な
食
材
を
料
理
し

て
み
た
い
」
な
ど
様
々
な
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
に
ふ
る
さ
と
の
「
食
」
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

「
11
月
３
日
（
日
）
文
化
の
日
、

紅
葉
が
見
ら
れ
る
大
阪
は
大
川
端

の
「
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
・

錦
城
閣
」
で
５
周
年
記
念
総
会
と

銘
打
ち
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
記
念
総
会
を
祝
福
す

る
か
の
よ
う
に
雨
も
降
ら
ず
穏
や

か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
故
郷
さ
つ

ま
町
か
ら
は
、
日
髙
町
長
を
は
じ

め
、
柏
木
副
議
長
、
小
牧
商
工
会

長
、
鹿
児
島
県
大
阪
事
務
所
長
、

関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
会
、

近
畿
薩
摩
川
内
会
、
近
畿
出
水
会

の
各
会
長
の
ご
出
席
を
賜
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
会
員
に
と
り
ま
し
て

は
、
感
謝
、
感
激
の
一
日
で
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
総
会
に
花
を
添
え

る
た
め
、
紫
元
流
の
「
五
ッ
太

鼓
」
の
方
に
も
、
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
故
郷
の
「
ビ
デ

オ
」
も
流
し
ま
し
た
が
、
懐
か
し

さ
で
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め

る
会
員
の
眼
は
耀
い
て
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
故
郷
の
「
物
産
展
」
は

大
変
賑
わ
い
、
漬
物
、
さ
つ
ま
揚

げ
、
豚
味
噌
、
ひ
ら
め
き
、
お
茶
、

焼
酎
、
か
る
か
ん
等
を
販
売
し
ま

し
た
が
、
早
々
に
売
り
切
れ
ま
し

た
。
や
は
り
故
郷
の
味
は
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選
会
と
時

間
と
共
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
で
は
涙
な

が
ら
に
唄
う
人
達
を
見
て
、
さ
つ

ま
会
を
続
け
て
来
て
良
か
っ
た
、

頑
張
っ
て
続
け
よ
う
、
未
来
永
劫

に
続
け
よ
う
、
と
心
に
誓
っ
た
一

日
で
し
た
。

　

詩
人
「
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ

ン
」
の
作
品
の
一
節
「
あ
な
た
の

心
の
ア
ン
テ
ナ
が　

青
空
高
く
そ

び
え
た
ち　

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

受
信
し
続
け
る
か
ぎ
り　

た
と

え
80
歳
で
も　

あ
な
た
は
常
に
青

春
で
あ
る
」

　

生
か
さ
れ
て
い
る
私
達
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
、
関
西
さ

つ
ま
会
は
「
さ
つ
ま
町
」
躍
進
の

た
め
応
援
を
続
け
ま
す
。
」

　

今
回
は
、
関
西
さ
つ
ま
会
会
長

の
市
野
英
司
さ
ん
（
泊
野
出
身
）

の
寄
稿
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

第
16
回
関
東
永
野
会
（
久
木
田

会
長
）
が
、
10
月
27
日
、
東
京
目

黒
の
三
州
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

関
東
さ
つ
ま
会
上
大
迫
会
長
を

は
じ
め
鹿
児
島
県
東
京
事
務
所
、

永
野
区
の
原
公
民
館
長
な
ど
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
総
勢
１
１
０
名

の
参
加
者
の
も
と
盛
大
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

第
９
回
さ
つ
ま
町
小
・
中
学
校

音
楽
発
表
会
が
、
11
月
13
日
、
宮

之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
伸
び
や

か
な
歌
声
や
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏

な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

内
容
も
多
様
で
、
吹
奏
楽
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
、
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
の
演
奏
や
学
校
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
合
唱
、
最
後
に
は
中
学
校
三
校

合
同
で
大
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル

（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）
の
幸
多

優
先
生
か
ら
、
「
ど
の
学
校
も
気

持
ち
よ
く
合
唱
や
合
奏
を
楽
し
み
、

心
が
一
つ
に
な
っ
た
素
直
で
素
敵

な
発
表
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
、
た
く

さ
ん
の
曲
を
歌
っ
た
り
演
奏
し
た

り
し
て
音
楽
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
堂
に
会
し
た

発
表
会
を
通
じ
て
、
互
い
の
学
校

の
発
表
や
表
現
の
よ
さ
を
認
め
合

い
、
よ
い
刺
激
を
受
け
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

関
東
永
野
会
開
催

　

11
月
１
日
、
北
薩
空
港
幹
線
道

路
整
備
促
進
期
成
会
に
よ
る
県
知

事
要
望
が
行
わ
れ
、
布
袋
副
知
事

や
川
野
土
木
部
次
長
ら
県
関
係
者

に
対
し
て
要
望
書
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
高
規
格
道
路
『
北
薩
横
断

道
路
』
は
、
鹿
児
島
県
北
西
部
地

区
の
災
害
時
救
急
輸
送
道
路
と
し

て
、
ま
た
、
農
水
産
物
の
円
滑
な

輸
送
経
路
と
し
て
も
重
要
な
道
路

と
な
る
た
め
、
全
線
の
早
急
な
整

備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
地
域
か
ら
望
ま
れ
て
い

る
全
線
の
早
期
完
成
を
、
県
に
対

し
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
国
道
３
２

８
号
整
備
促
進
期
成
会
の
要
望
活

動
が
、
秋
元
県
土
木
監
や
関
係
課

長
等
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
３
２
８
号
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
は
、
さ
つ
ま
町
下
船
木
地

区
か
ら
地
域
高
規
格
道
路
（
国
道

５
０
４
号
）
間
の
整
備
促
進
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
「
道
路
整
備
の
予

算
確
保
を
、
期
成
会
等
と
も
力
を

合
わ
せ
て
国
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。
関
係
路
線
の
整
備
状
況
等
も

見
な
が
ら
、
効
果
が
一
番
発
揮
さ

れ
る
時
期
に
各
路
線
の
整
備
を
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
県
庁
教
育
委
員
会

室
で
行
わ
れ
た
平
成
25
年
度
「
鹿

児
島
県
文
化
財
功
労
者
表
彰
」
に

お
い
て
、
前
さ
つ
ま
町
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
の　

國
健
一
郎
さ

ん
（
求
名
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

國
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら

合
併
ま
で
約
13
年
間
、
新
町
か
ら

今
年
６
月
ま
で
８
年
間
、
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、

薩
摩
町
郷
土
誌
や
さ
つ
ま
の
古
木

名
木
百
選
な
ど
の
発
行
、
文
化
財

の
保
護
に
精
力
的
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
及
び
薩
摩

中
央
高
校
生
56
人
が
、
町
内
の
保

育
園
（
所
）
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

一
日
保
育
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
親
と
な
る
児

童
・
生
徒
に
、
乳
幼
児
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
家
庭
や
子
育
て

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
園
児
と
ふ
れ
あ
う

中
で
、
育
児
の
楽
し
さ
や
子
育
て

の
責
任
も
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。

11月15日、町長室に報告に訪れた　國さん（中央）

　

10
月
25
日
、
消
防
署
に
お
い
て

永
野
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
旧
消
防
車
は
購
入

か
ら
20
年
が
経
過
し
、
ポ
ン
プ
性

能
に
劣
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
最
新
式
に
更
新
し
た
も
の
で

す
。

　

交
付
式
で
は
、
日
髙
町
長
か
ら

笹
田
分
団
長
に
交
付
書
が
手
渡
さ

れ
、
「
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
訓
練

に
励
む
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
火

災
が
発
生
し
な
い
よ
う
予
防
消
防

に
努
め
ま
す
」
と
分
団
長
が
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
終
了
後
に
は
、
車
両
並

び
に
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
説
明
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
は
真
剣

に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
〜
27
日
、
「
鹿
児
島

う
ん
ま
か
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

１
３
」
が
い
ち
き
串
木
野
市
で
開

催
さ
れ
、
県
内
12
地
区
の
選
抜
ご

当
地
グ
ル
メ
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
川
薩
を
代
表
し

「
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
」
が
初

参
戦
し
ま
し
た
。
全
国
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
福
永
畜
産
の
牛

肉
と
早
掘
り
日
本
一
の
筍
を
組
合

せ
た
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
は
、

今
が
旬
で
す
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
と
町
観
光
大

使
の
「
か
ぐ
や
姫
」
も
、
本
物
日

本
一
を
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て
い
ま

し
た
。

こ
う
だ

ま
さ
る

ほ
う
た
い
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②③

①

お
話
の
部
屋

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
を

　
　

開
催
し
ま
す
！

・
日
時
　
12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
（
１
時
間
程
度
）

・
会
場
　
屋
地
楽
習
館

※
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お

話
を
用
意
し
て
、
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
や
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
も
登
場
し
ま
す
！

★
お
知
ら
せ
★

★
お
知
ら
せ
★

14広報さつま15 広報さつま

「
本
の
び
ょ
う
い
ん
」
を
開
院

こ
ど
も
図
書
館
開
館

　 

記
念
日
イ
ベ
ン
ト

12
月
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町
内
の
児
童
生
徒
か
ら
人
権
啓
発
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
特
選
に
選
ば
れ
た
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

大切な本を預かります

総合順位

優勝した鶴田チーム

区間賞（敬称略）

氏　名 チーム名
下大迫　佑樹１ 鶴田Ａ
紺屋　正昭２ 鶴田Ａ
甫立　玲菜３ 鶴田Ａ
井手之上紘輔４ 宮之城ほたる
宮囿　利一５ 宮之城ほたる
有川　駿真６ 宮之城北部
水流　俊已７ 宮之城山崎

走者区分 氏　名 チーム名 記録 備考距離(㎞)
１ 29歳以下 東條　和廣 宮之城北部 6分14秒2.10

２ 中高生女子 上大迫みなみ 鶴田Ａ 4分37秒1.35
３ 中高生男子 下大迫　佑樹 鶴田Ａ 6分35秒2.05
４ フリー 玉利　健志 鶴田Ａ 7分43秒 区間タイ

区間新

2.55
５ 一般女子 中須　めぐみ 宮之城屋地船木 5分03秒1.25

６ 40歳代 萩木塲　啓三 鶴田Ａ 4分32秒1.35
７ 29歳以下 河口　哲次 宮之城ほたる 6分27秒2.05
８ 中高生男子 久留須　保壱 鶴田Ａ 7分06秒2.25

９ 50歳代 江畑　英利 宮之城ほたる 3分09秒0.95
10 小学生女子 毛利　琴奈 宮之城ほたる 4分28秒1.20

11 30歳代 柳田　新作 宮之城屋地船木 4分47秒1.40
12 中高生女子 山口　佳那子 宮之城北部 5分42秒1.65
13 小学生男子 池田　龍星 宮之城山崎 5分35秒1.65
14 小学生女子 中須　瑠菜 宮之城屋地船木 4分14秒1.10

15 30歳代 大園　栄一 鶴田Ａ 5分40秒1.80
16 小学生男子 祝迫　駿輔 宮之城山崎 5分01秒1.35
17 中高生男子 柳田　知貴 鶴田Ａ 7分20秒2.10

走区

５回出場表彰（敬称略）

各チームの期待を背負いスタート！

順　位 チーム名 記　録 チーム構成
優　勝 鶴田Ａ １時間38分33秒 鶴田・神子・柏原・紫尾
準優勝 宮之城北部 １時間40分35秒 虎居・柊野・平川・白男川・泊野
３　位 宮之城ほたる １時間42分49秒 時吉・湯田・佐志
４　位 宮之城屋地船木 １時間43分07秒 宮之城屋地・船木
５　位 薩摩 １時間45分20秒 求名・中津川・永野
６　位 宮之城山崎 １時間48分58秒 山崎・久富木・二渡
７　位 鶴田Ｂ １時間50分27秒 鶴田・神子・柏原・紫尾

①あとはお願い！　②沿道からの温かい声援

③娘から父へ！（米盛さん親子）

第
９
回

　
町
駅
伝
競
走
大
会

強
い　

鶴
田
Ａ
が
６
連
覇

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
審
査
結
果

盈
進
小
１
年　

田
中　

美
妃

　

ご
め
ん
ね
と 

　
　
　

あ
く
し
ゅ
で
ほ
ら
ね

　
　
　
　
　
　
　

な
か
な
お
り

　
鶴
田
小
４
年　

山
口　

奨
太

　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

心
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

あ
い
こ
と
ば

　
永
野
小
６
年　

森
山　

陽
世

　

す
く
わ
れ
る

　
　
　

あ
な
た
の
た
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
言
で

　
宮
之
城
中
３
年　

甫
立
真
里
江

　

さ
し
の
べ
よ
う

　
　
　

あ
な
た
の
や
さ
し
さ 

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
の
人
へ

【
人
権
に
関
す
る
標
語
】

柏
原
小
１
年　

や
な
ぎ
の　

そ
ら

柊
野
小
６
年　

大
野　

詩
音

山
崎
中
１
年　

山
口　

若
葉

【
人
権
ポ
ス
タ
ー
】

　

平
成
23
年
10
月
27
日
に
開
館
し
た

こ
ど
も
図
書
館
〜
え
ほ
ん
の
森
〜
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
開
館
２
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
開
館
記
念
日

当
日
に
「
本
の
び
ょ
う
い
ん
」
を
開

院
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
ご
家
庭
で
愛

用
さ
れ
て
い
る
本
で
、
ペ
ー
ジ
が
破

れ
た
り
外
れ
か
か
っ
た
り
し
て
い
る

も
の
を
「
本
の
お
医
者
さ
ん
（
図
書

室
職
員
）
」
が
治
療
（
修
理
）
し
、

末
永
く
読
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う

趣
旨
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
町
内
の
方
だ
け
で
な
く
、

出
水
市
や
鹿
児
島
市
か
ら
、
新
聞
や

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
り

来
院
さ
れ
た
方
も
あ
り
、
21
件
の
患

者
さ
ん
（
本
）
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

ど
れ
も
「
小
さ
い
頃
か
ら
大
好
き
な

本
」
や
「
名
前
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

本
」
と
い
っ
た
思
い
入
れ
の
あ
る
も

の
ば
か
り
で
、
治
療
も
丁
寧
か
つ
慎

重
に
行
い
ま
し
た
。

　

治
療
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
、

入
院
（
お
預
か
り
）
と
な
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
本
も
無
事

持
ち
主
の
方
へ
お
返
し
し
、
た
い
へ

ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
ま
た
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
ご
要
望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
も
開
催
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
ご
家
庭
に
治
療
が
必
要
な
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
回
の
開
催
時

に
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

11
月
10
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
前
を
発
着
点
と
す
る
町
内
17
区

間
28
．
15
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

各
地
域
か
ら
選
ば
れ
た
７
チ
ー
ム

１
１
９
人
の
選
手
が
、
冬
の
息
吹

が
感
じ
ら
れ
る
さ
つ
ま
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

連
覇
の
記
録
更
新
を
狙
う
鶴
田

Ａ
チ
ー
ム
は
、
３
区
で
ト
ッ
プ
に

浮
上
す
る
と
、
安
定
し
た
レ
ー
ス

運
び
で
最
後
ま
で
首
位
を
キ
ー
プ

し
、
見
事
に
大
会
６
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
１
区
で
首
位
と
な
っ
た

宮
之
城
北
部
チ
ー
ム
は
、
鶴
田
Ａ

チ
ー
ム
に
か
わ
さ
れ
た
後
、
一
時

は
ト
ッ
プ
と
34
秒
差
ま
で
迫
る
な

ど
健
闘
し
ま
し
た
が
、
首
位
を
奪

い
返
す
こ
と
は
で
き
ず
、
２
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
序
盤
の
出
遅
れ
を
そ
の

後
の
粘
り
で
盛
り
返
し
た
宮
之
城

ほ
た
る
チ
ー
ム
が
３
位
で
ゴ
ー
ル

し
、
前
回
の
５
位
か
ら
大
き
く
躍

進
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
で
は
、
区
間
新

記
録
及
び
区
間
タ
イ
記
録
が
そ
れ

ぞ
れ
１
つ
ず
つ
生
ま
れ
て
い
ま
す
。永

野
小
４
年　

簗
川　

篤

山
崎
小
３
年　

稲
森　

日
芽

盈
進
小
２
年　

り
ゅ
う
ぞ
う
じ
な
な
み

鶴
田
中
２
年　

田
平　

茉
莉

！！

！
薩
摩
中
３
年　

竪
山　

理
紗

み
さ
き

し
ょ
う
た

ひ
な
よ

ま

り

え

ま
つ
り

ひ

め

あ
つ
し

わ
か
ば

し
お
ん

り

さ
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災
害
を
未
然
に
防
ぐ

　
　
　
県
中
学
駅
伝

公
共
施
設
の
清
掃

　
　
奉
仕
作
業
実
施

梅
が
大
変
身
！

縁
の
あ
る
学
校

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

町
村
監
査
功
労
者
表
彰

懸
命
に
た
す
き
を

　
　
　
つ
な
ぎ
健
闘

質
実
剛
健
を
願
っ
て

木
の
家
作
文
入
賞

山
地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

第
36
回
西
郷
菊
次
郎

顕
彰
剣
道
大
会

新
屋
敷
監
査
委
員

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

加
工
食
品
コ
ン
ク
ー
ル

求
名
小
・
菊
野
さ
ん

清
泉
女
子
大

轟
原
公
民
会
復
興
祭

16広報さつま17 広報さつま

復興の碑

緊急伝言電話体験

応急手当てを学ぶ中学生など

ステンドグラスや大理石の残る洋式の建物です（清泉女子大本館）

表彰状を手にする菊野さん（中央）

受賞された皆さん

金田さん（左）から有川さん（右）へたすきの受け渡し（宮之城中）

選手宣誓を行う大田一心さん

山地防災パトロール隊結成式の様子

奉仕作業を行う会員の皆さん

日髙町長から表彰伝達を受ける新屋敷委員小・中・高生によるリレー宣言

雨の中の
お神輿リレー

　

11
月
８
日
、
第
62
回
県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
が
指
宿
市
で
開
催

さ
れ
、
川
薩
地
区
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
秋
の
指
宿
路
を

他
校
と
競
い
な
が
ら
懸
命
に
た
す

き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
男
子
（
６
区
間
20
㎞
）

　

宮
之
城
中
学
校

　
　

第
10
位
（
37
チ
ー
ム
中
）

■
女
子
（
５
区
間
12
㎞
）

　

薩
摩
中
学
校

　
　

第
13
位
（
37
チ
ー
ム
中
）

　

11
月
１
日
、
宮
之
城
建
設
会
館

で
さ
つ
ま
地
区
山
地
防
災
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
結
成
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
山
地
防
災
ヘ

ル
パ
ー
が
所
属
す
る
建
設
会
社
が

連
携
・
協
力
し
て
山
崩
れ
や
土
石

流
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

箇
所
等
の
情
報
収
集
及
び
行
政
や

住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
を
行
い
、

災
害
の
未
然
防
止
や
住
民
の
防
災

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
新
規
ヘ
ル
パ
ー
17
人

に
北
薩
地
域
振
興
局
よ
り
認
定
証

が
交
付
さ
れ
、
町
内
の
ヘ
ル
パ
ー

は
、
15
社
38
人
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
安

全
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
各

地
区
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
16
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
の
方
々
に
よ
っ
て

「
公
共
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
か
ら
11
月
ま
で
を
シ

ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
促
進
月

間
と
定
め
て
お
り
、
今
回
、
活
動

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
公
共
施

設
の
除
草
や
植
木
の
剪
定
、
ゴ
ミ

拾
い
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃

の
業
務
の
よ
う
に
手
際
良
く
作
業

さ
れ
た
お
か
げ
で
公
共
施
設
が
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
さ
つ
ま
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
西
郷
菊
次
郎
先
生
の
お

孫
さ
ん
に
あ
た
る
西
郷
隆
文
氏
も

出
席
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
激
励

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
小
・
中
学
生
の
団
体

戦
・
個
人
戦
で
競
わ
れ
、
県
内
は

も
と
よ
り
遠
方
か
ら
は
「
長
崎
県

佐
世
保
市
黒
髪
少
年
剣
道
育
成

会
」
の
参
加
も
あ
り
、
レ
ベ
ル
の

高
い
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
内
参
加
者
の
入
賞
結
果
は
、

団
体
戦
小
学
校
低
学
年
の
部
で
盈

進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
が
第

３
位
、
個
人
戦
小
学
校
男
子
５
年

生
の
部
で
木
場
友
哉
さ
ん
（
鶴
田

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
が
優
勝
、

大
田
一
心
さ
ん
（
さ
つ
ま
剣
友

会
）
が
第
３
位
な
ど
、
他
の
町
内

参
加
者
も
大
変
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

町
代
表
監
査
委
員
の
新
屋
敷
浩

さ
ん
（
求
名
）
が
、
町
村
監
査
委

員
功
労
者
表
彰
を
受
け
、
10
月
23

日
に
町
長
室
で
表
彰
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た

り
町
監
査
委
員
と
し
て
職
務
に
精

励
し
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

新
屋
敷
委
員
は
、
平
成
17
年
５

月
か
ら
町
の
監
査
委
員
を
務
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
で
は
、

薩
摩
西
郷
梅
の
青
梅
及
び
完
熟
梅

を
使
っ
た
加
工
食
品
を
募
集
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
場
性
を
有
す

る
作
品
を
選
出
し
薩
摩
西
郷
梅
の

新
商
品
づ
く
り
に
活
用
す
る
と
と

も
に
消
費
拡
大
を
進
め
る
た
め
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。　
　

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
　
さ
つ
ま
干
甘
梅　

（
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
）

青
梅
部
門
賞　

青
梅
ソ
ー
ス

（
伊
佐
農
林
高
等
学
校
）

完
熟
梅
部
門
賞　

梅
の
ガ
レ
ッ
ト

（
神
村
学
園
高
等
部　

中
村
絢
美
）

梅
干
し
部
門
賞　
西
郷
浅
塩
梅
（
６
％
）

（
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
）

特
別
賞
・
薩
摩
西
郷
梅
と
チ
ー
ズ

の
コ
ラ
ボ
（
図
師
た
つ
子
）

・
梅
豚
味
噌
【
仮
】

（
薩
摩
中
央
高
等
学
校
）

　

11
月
18
日
、
求
名
小
学
校
校
長

室
で
、
「
木
の
家
・
こ
ん
な
家
に

住
み
た
い
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
10
月
18
日
の
「
木
造
住
宅
の

日
」
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
全
国
か
ら
２
３
，
８
１
５
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
校
６
年
生
の
菊
野
夏
怜
さ
ん

は
、
現
在
住
ん
で
い
る
家
を
建
て

て
く
れ
た
大
工
の
祖
父
に
つ
い
て

の
想
い
を
作
文
に
し
、
栄
え
あ
る

住
宅
金
融
支
援
機
構
理
事
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

菊
野
さ
ん
は
、
「
（
受
賞
を
聞

い
て
）
最
初
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
今
ま
で
は
作
文
が
苦
手
で
し

た
が
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
、
清
泉
女
子
大
学
の

学
生
が
鹿
児
島
カ
レ
ッ
ジ
で
本
町

を
訪
れ
、
竹
細
工
や
ガ
ラ
ス
工
芸

を
体
験
し
、
宮
之
城
温
泉
に
宿
泊

し
ま
し
た
。

　

清
泉
女
子
大
学
と
本
町
は
縁
が

あ
り
、
永
野
金
山
の
経
営
を
し
て

い
た
島
津
忠
重
公
が
住
ん
で
い
た

館
が
、
現
在
東
京
の
同
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
同
大
学
で
は
、
12
月
に

今
回
の
体
験
を
大
手
旅
行
会
社
に

企
画
提
案
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
轟
原
公
民
会
で
復

興
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
民
会
で
は
、
平
成
18
年
の

豪
雨
災
害
で
床
上
浸
水
72
戸
、
床

下
浸
水
11
戸
な
ど
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
今
回
河
川
改
修
竣

工
を
期
に
、
災
害
か
ら
の
復
興
を

喜
び
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
災
害

を
教
訓
と
し
今
後
の
防
災
・
減
災

に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
災
害
復

興
記
念
事
業
の
実
施
を
計
画
。
一

戸
千
円
以
上
の
寄
付
を
募
り
、

「
記
念
碑
の
建
立
」
「
記
念
誌
の

発
行
」
「
復
興
祭
の
実
施
」
を
柱

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

来
賓
を
迎
え
、
被
災
体
験
の
発
表

や
復
興
記
念
碑
の
除
幕
式
、
小
・

中
・
高
生
に
よ
る
誓
い
の
リ
レ
ー

宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
炊
き
出
し
や
緊
急

電
話
な
ど
災
害
時
を
想
定
し
た
体

験
や
、
応
急
手
当
、
人
工
呼
吸
等

の
演
習
、
消
火
体
験
、
担
架
作
り

体
験
、
降
雨
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
地
域
み

ん
な
で
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

か
ん
か
ん
う
め

あ
さ
し
お
う
め

か

れ

ん



　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
児
童
の
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
が
養
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
重
要
語
句
や
項

立
て
し
た
も
の
を
記
入
し
た
り
、
絵
や
図
に
表

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
が
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
資
料
提
示
装
置
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
も
活
用
し
て
、
表
現
す
る
力
を

育
て
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ガ
イ
ド
学
習
を
充
実
す
る
こ
と
、
児

童
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ
と
等
、
児
童
が
主
体

的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
を

高
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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紫
尾
小
学
校
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
「
早
ね
・
早
お

き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
毎
月
実
施
し
て
い
る
「
紫
尾
っ
子
が
ん
ば

り
カ
ー
ド
」
を
活
用
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
形
成
に
努
め
た
結
果
、
全
員
が
元
気
に
早

め
の
登
校
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
集
の

作
成
や
「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
ソ
ン

グ
」
の
作
成
な
ど
の
取
組
を
通
し
て
、
本
校
の

子
ど
も
た
ち
は

基
本
的
な
生
活

リ
ズ
ム
が
し
っ

か
り
と
定
着
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
活

動
を
受
け
て
、

体
力
向
上
を
め

ざ
し
て
様
々
な

活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
年

度
始
め
の
体
力

運
動
能
力
調
査
の
結
果
で
は
、
投
げ
る
力
と
持

久
力
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
固
定

遊
具
施
設
の
利
用
を
促
し
、
強
化
を
図
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
早
朝

美
化
作
業
で
、
子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す
い

よ
う
ク
ジ
ラ
や
き
り
ん
等
に
見
立
て
て
固
定
遊

具
に
色
を
塗
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
活
用
を
体

力
向
上
の
一
助
に
し
た
い
と
体
育
の
学
習
で
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
朝
の
体
力
づ

く
り
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で
た
く

ま
し
い
紫
尾
っ
子
た
ち
の
育
成
に
向
け
て
様
々

な
取
組
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

　

中
津
川
小
学
校
で
は
、
学
力
向
上
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習
目
標
を
提
示

す
る
小
黒
板
を
購
入
し
、
め
あ
て
を
板
書
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
目
標
を
明
確
に
し
た
授
業
の

展
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
一
人
一
人
用
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
児
童
が
自
分
で
思
考

し
た
こ
と
、
自
分
で
解
決
し
た
こ
と
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
練
り
上
げ
た
こ
と
を
こ
の
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
書
い
て
、
発
表
や
説
明
を
し
て
い

ま
す
。

教
育
活
動
の
紹
介
②

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師

や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

紫
尾
小
学
校

「
『
早
ね
・
早
お
き
・

　
　

朝
ご
は
ん
』
パ
ワ
ー

　
　
　

全
開
！
絶
好
調
！
」

中
津
川
小
学
校

「
め
あ
て
を
持
っ
て
自
ら

　

学
び
、
と
も
に
高
め
合
う　

　

〝
な
か
っ
子
〟
」
の
活
動

　

か
ぜ
が
流
行
す
る
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
同
じ
よ
う
な
環
境
に
い
て
も
、
か
ぜ

を
ひ
き
や
す
い
人
も
い
れ
ば
、
あ
ま
り
ひ
か
な
い
人
も
い
ま
す
。
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
の
体
に
は
『
免
疫
』
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
免
疫
力
の
高
い

人
は
、
体
内
に
か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
き
て
も
、
そ
れ
ら
を
や
っ
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
免
疫
力
の
低
い
人
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
や
増
殖
を
許
し
て
し
ま
う
た
め
、
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
か
ぜ
を
ひ
く
か
ひ
か
な
い
か
は
、
そ
の
人
の
持
つ
『
免
疫
力
』

が
関
係
し
て
く
る
と
い
え
ま
す
。
『
免
疫
力
』
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
か
ぜ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
常
生
活
の
中
で
心
が
け
た
い

　
　
　
　
　
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
の
中
で
心
が
け
た
い

　
　
　
　
　
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

運　

動

　

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は
、
適
度
な
運
動

が
大
変
効
果
的
で
す
。
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
侵

入
し
て
き
た
時
に
戦
う
免
疫
細
胞
が
、
運
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
活
発
に
働
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
軽
め

の
有
酸
素
運
動
の
継
続
は
特
に
免
疫
力
ア
ッ
プ

に
は
効
果
的
で
す
。

睡　

眠

　

睡
眠
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、
免
疫
力
は
低
下

し
ま
す
。
た
と
え
眠
れ
な
い
時
で
も
、
体
を
横

に
し
て
休
め
た
り
、
ま
た

15
～
20
分
ぐ
ら
い
の
昼
寝

で
も
免
疫
力
は
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

笑　

う

　

笑
う
と
身
体
の
免
疫
力
は
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

人
間
の
体
内
に
免
疫
力
に
関
係
す
る
免
疫
細
胞

（
Ｎ
Ｋ
細
胞
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
身
体
を
病
気
か
ら
守
る
免
疫
細
胞
の
一
つ
で

す
が
、
笑
顔
で
い
る
と
、
な
ん
と
53
％
、
作
り

笑
顔
の
場
合
で
も
25
％
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
働
き
が

活
発
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
・
見
直
し

　

日
本
人
に
は
、
日
本
の
気
候
で
出
来
た
食
材

を
使
っ
た
和
食
を
中
心
と
し
た
穀
物
類
、
根
菜

類
、
野
菜
類
、
魚
介
類
な
ど
の
摂
取
が
身
体
の

基
礎
を
作
り
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。
ま

た
今
の
時
期
は
、
し
ょ
う
が
も
免
疫
力
の
ア
ッ

プ
や
低
体
温
の
改
善
に
は
効
果
的
で
す
。

▲校庭に掲示　うんていの進級表▲あなたの目標は何級ですか？

▲できた！　逆上がりができた▲ろくぼくの色塗り　くじらに見える？

▲資料提示装置を使った発表

小黒板に目標を提示

▲ボードを使った発表

　

元
気
に
朝
の
体
力
つ
く
り

健康さつま21　 こんにちは保健師です

　正岡道利さんは平成12年11月に認定農業者に認定され
ました。元々実家がたばこ作りをされており、80ａから少
しずつ面積を増やし、現在、家族４人で葉たばこ400ａ、
水稲530ａを生産されています。
　たばこ作りは、４月から７月までの収穫時期が一番忙し
く、朝４時位から夜中まで作業が続くそうです。
　認定農業者の魅力を伺うと、土地を借りる際に優遇され
ているため助かっているそうです。また、農業は「自分の
好きなように計画して出来ること」が魅力と話されます。
空いた時間で蜜蜂を飼育されたり、スズメ蜂の駆除もされ
ている正岡さん。
　最後に、「農業は20年から30年のビジョンで考えてい
かないといけないので、次の代まで農業が安心して出来る
ような仕組みづくりをしてほしい」と話されました。

81シリーズ

さん 66歳
まさおか みちとし

さつま町鶴田

正岡　道利

かぜに負けない体をつくろう

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　

☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

か
ぜ
を
ひ
く
人
、
ひ
か
な
い
人
の
違
い
は
？



登

物件の所在 所在地番 登記地目又は家屋種類 家屋建築年 登記地積又は床面積（㎡） 評 価 額 税 額 相 当 額 新築 特例

大字・字 家屋番号 現況地目又は家屋構造 土地負担水準 現況地積又は床面積（㎡） 課税標準額 前年度課税標準額 非課 減免

鹿児島県さつま町 平成２５年度 課税資産明細書

さつま 太郎

納 税 義 務 者 氏 名

00000123456

お問 い合 せ 番 号

例《 》固定資産税納税通知書と一緒に送付している課税明細書でご確認いただけます。

■■土地■■

宮之城屋地 1565-1 田

大明神脇 田

宮之城屋地 1565-2 山林

大明神脇 山林

１２３．００

１２３．００

１２,３４５．００

１,２３４．００

※ 上段と下段の数字が同じ
であれば、その土地の税額
は変わりません。

この記載例で見ると、地籍調査後の面積
（登記地積）が12,345㎡となっています
が、地籍調査前の面積（現況地積、課税
地積）である、1,234㎡で課税されていま
す。

平成２７年度から
地籍調査後の面積
（ 記地積）12,345㎡が
課税面積になります。

住民税の　　　　　　　　　が変わります

20広報さつま21 広報さつま

【お問い合わせ先】　税務課　資産税係　☎53-1111 (内線2115・2116)

　太陽光発電設備は償却資産に該当し、固定資産税の課税の対象となる場合があります。（ただし、10kW未満で、

個人住宅用に設置している太陽光発電設備は課税対象外です。）

　課税の対象となる場合は、毎年１月末までに償却資産の所有状況を申告する必要があります。課税の対象とな

らない場合でも事業を営んでいる限り、償却資産の申告は毎年必要となります。

所有する太陽光発電設備が固定資産税（償却資産）の課税の対象となるかわからない場合や申告方法等について

ご不明な点がありましたら、税務課資産税係までお問い合わせください。

　また、太陽光発電設備設置敷地も、現況に合わせて課税地目の変更を行いますので、あわせてご理解ください

ますようお願いいたします。

【償却資産とは？】
　製造や小売、農業などの事業を個人又は会社で営んでいる方が所有し、その事業のために用いることができる

構築物や機械、運搬具、備品などの事業用資産をいいます。

　土地にかかる固定資産税については、国が定める固定資産評価基準に基づき、登記簿に登記されている面積

（登記地積）で課税することが原則となっていますが、町では固定資産評価基準に設けられている例外規定を適

用し、町内全ての地籍調査が完了するまで、地籍調査前の面積で課税するという取扱いを行ってきました。（地

籍調査前の面積より減少した場合は、地籍調査後の面積で課税しています。また、旧薩摩町地区については、地

籍調査及び登記が完了しているため、地籍調査後の面積で課税が行われています。）

　平成２６年度に、町内の地籍調査の登記が完了する予定となっているため、平成２７年度からは、地籍調査終

了後の登記地積（地籍調査後の面積）による課税を行うことになります。

　課税面積の変更に伴い、平成27年度の固定資産税が増額になる場合がありますので、何卒ご理解くださいます

ようお願いいたします。

　東日本大震災からの復興や防災の施策に要する費用の財源を確保するための臨時措置として、

平成２６年度からの町・県民税均等割額に復興特別税としてそれぞれ５００円が加算されます。

　その年中の給与収入金額が１,５００万円を超える場合の給与所得控除額について、２４５万円の

上限が設けられました。給与所得控除とは、給与収入金額から差し引かれる控除のことです。

　地方公共団体に寄附（ふるさと寄附金）を行った場合、所得税の寄附金控除と個人住民税の寄附

金税額控除により、寄附金額の２,０００円を超える部分を控除できる仕組みとなっております。

　平成２５年分から、所得税に加え復興特別所得税（２.１％）が課税されることに

伴い、個人住民税の特例控除額が以下のとおり改正されます。

均　等　割 改　正　前
３,０００円
１,５００円

４,５００円

改　正　後
３,５００円
２,０００円
５,５００円

町　民　税
県　民　税

合　　計

【改正前】

【改正後】

一律245万円1,500万円超

改　正　前

（Ａ）×0.05＋170万円
（Ａ）×0.05＋170万円

改　正　後
給与収入金額（Ａ）

1,000万円超～1,500万円以下

給与所得控除金額

基本控除 特例控除
所得税控除

（寄附金額－2千円）
×所得税率

（寄附金額－2千円）
×10％

（寄附金額－2千円）
　×（90％－所得税率）

　2,000円
 適用下限額
(控除対象外)

住民税控除

基本控除 特例控除
所得税控除

（寄附金額－2千円）
×所得税率×1.021

（寄附金額－2千円）
×10％

（寄附金額－2千円）
×(90％－所得税率×1.021）

　2,000円
 適用下限額
(控除対象外)

住民税控除

均等割の税額均等割の税額
平成２６年度から

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１．個人住民税均等割税額の改正

２．給与所得控除の改正（給与所得控除の上限設定）

３．ふるさと寄附金に係る寄附金税額控除の見直し

※県民税の均等割には森林環境税分５００円が含まれています。

【期間：平成２６年度から平成３５年度までの１０年間】

※　寄附金額は総所得金額の30％が上限となります。
※　住民税特例控除は所得割額の10％が上限となります。

〔お問い合わせ先〕　税務課　町民税係　☎53-1111（内線2111・2112）

平成２７年度からの固定資産税

登記地積(面積)での課税を行います

課税対象となる場合があります

を設置されている皆様へ
太陽光発電設備（ソーラーパネル）
太陽光発電設備（ソーラーパネル）
太陽光発電設備（ソーラーパネル）
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80
歳
、
90
歳
に
な
ら
れ
た
皆

様
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
「
敬

老
商
品
券
」
の
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

　

ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
町
内
の
お
店
で
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
（
お
子
さ
ま
一
人
に

つ
き
３
０
０
万
円
以
内
、
ご
返

済
期
間
は
15
年
以
内
）
で
す
。

　

母
子
家
庭
、
世
帯
年
収
２
０

０
万
円
（
所
得
１
２
２
万
円
）

以
内
ま
た
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
方
な
ど
に
対
す
る

利
率
低
減
措
置
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０‐

０
０
８
６
５
６

　　

北
薩
地
域
の
農
林
水
産
物
生

産
組
織
や
各
種
団
体
等
が
、
北

薩
地
域
の
農
林
水
産
物
を
県
内

の
消
費
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
必
要
な
費
用
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
算
枠
及
び
優
先
順

位
の
制
約
か
ら
必
ず
し
も
当
事

業
を
活
用
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
お
含

み
お
き
く
だ
さ
い
。

■
事
業
概
要

・
事
業
主
体
…
北
薩
摩
振
興
推

　

進
協
議
会

・
助
成
対
象
者
…
北
薩
地
域
の

　

農
林
水
産
物
を
県
民
に
広
く

　

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
情
報
発
信
、

　

イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
団
体

・
助
成
対
象
経
費
…
情
報
発
信
、

　

イ
ベ
ン
ト
に
必
要
な
経
費

・
助
成
額
…
１
案
件
に
つ
い
て

　

最
大
20
万
円
ま
で

・
募
集
案
件
…
５
件

・
募
集
期
間
…
平
成
25
年
11
月

　

〜
平
成
26
年
１
月

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
事

務
局
（
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振

興
局
農
林
水
産
総
務
課
）

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
２

　　

鹿
児
島
は
数
多
く
の
固
有
種

が
い
ま
す
。
離
島
と
い
う
環
境

で
固
有
種
と
な
っ
た
も
の
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
が
持
つ
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
貴
重
な
鹿
児
島
の
生
き
物
た

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
21
日
（
土
）
〜

　

平
成
26
年
３
月
２
日
（
日
）

■
会
場　

　

県
立
博
物
館
1
階

　

企
画
展
示
室

■
入
場
料 

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
博
物
館　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
６
０
５
０

　

平
成
20
年
以
降
、
各
県
ご
と

順
次
発
行
さ
れ
て
い
る
地
方
自

治
法
施
行
60
周
年
記
念
貨
幣
お

よ
び
記
念
切
手
に
つ
い
て
、
本

年
度
、
鹿
児
島
県
版
の
発
行
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
購
入
（
引
き
換
え
）
方
法

・
五
百
円
記
念
貨
幣
＝
1
月
中

旬
頃
か
ら
全
国
の
金
融
機
関

の
窓
口
な
ど
で
引
き
換
え
可

能
で
す
。

・
記
念
切
手
＝
12
月
13
日（
金
）

よ
り
全
国
の
郵
便
局
の
窓
口

で
購
入
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
自
然
保
護
課　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
９
９
（
２
８
６
）

５
５
４
６

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
4
生
）
健
診

　

12
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
4
生
）
育
児
相
談

　

12
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
10
生
）
健
診

　

12
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

1
月
10
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
９
生
）
歯
科
健
診

　

１
月
９
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
８
生
）
健
診

　

１
月
８
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

１
月
６
日
（
月
）

　

１
月
20
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布　

　

12
月
18
日
（
水
）　
　
　
　

　

12
月
25
日
（
水
）

　

１
月
９
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

１
月
７
日
（
火
）

　

１
月
21
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

１
月
17
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　　

企
業
の
撤
退
や
規
模
縮
小
等

に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
々
を
対
象
と
し
た
「
離
職

者
等
の
た
め
の
就
職
面
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所

　

薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園

「
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
」

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

☎
０
９
９
６
（
25
）
８
２
８
２

■
対
象

　

県
内
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方
（
平
成
26
年
３
月
卒
業
予

定
の
新
規
学
卒
者
は
除
く
）

■
申
込
み

　

事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
面
談
の
際
は
履
歴

書
が
必
要
で
す
。
参
加
企
業
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
２
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sokusin@pref.kagoshim
a.lg.jp

　
み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

　

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
、
本
年
で
65
年
目

を
迎
え
、
全
国
各
地
で
人
権
に

関
す
る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

本
県
で
も
、
こ
の
期
間
中
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に

よ
る
啓
発
放
送
や
鹿
児
島
市
の

デ
パ
ー
ト
「
山
形
屋
」
に
お
い

て
「
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
人
権

啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民

の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
そ

の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
「
県

民
一
人
ひ
と
り
の
声
」
が
何
よ

り
も
強
い
力
と
な
る
と
と
も
に
、

被
害
者
ご
本
人
と
ご
家
族
の
大

き
な
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。 

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身

近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

　

県
庁
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
８

・
固
定
資
産
税
第
４
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期

・
介
護
保
険
料
第
６
期

【
納
期
限
12
月
25
日
】  

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

有効期限が

迫ってますよ～！

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

町
民
課　

人
権
同
和
対
策
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
２
５

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

    

　
　
「
人
権
週
間
」
で
す

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
４
１

「
離
職
者
等
の
た
め
の

　
　
就
職
面
談
会
」
開
催

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
12
・
１
月
分
】

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　

 

　

内
線
２
１
３
１

敬
老
商
品
券
の
ご
利
用
は

お
早
め
に
！

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
４
１

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

　
　
　
　
お
考
え
の
方
へ

総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

県
立
博
物
館
企
画
展

「
か
ご
し
ま
自
然
の
宝

　
　
固
有
種
」
を
開
催

総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年

記
念
貨
幣
お
よ
び
記
念

切
手
販
売

総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

平
成
25
年
度

「
本
物
。
鹿
児
島
県
」

 

北
薩
ホ
ン
モ
ノ
の

　
食
材
Ｐ
Ｒ
助
成
事
業
の

　
　
　
　
活
用
者
募
集

税
務
課　

収
納
第
１
係

　
　

 　
　
　
　

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

10
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    86件

　運んだ人      81人

◆内 訳

　急　病 　35件 31人

　交通事故  7件  9人

　その他　 44件 41人

◆発生件数　　0件

見本見本



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４
 

年
金
相
談

 

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
追
納
の
ご
案
内

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

＜平成25年度に追納する場合の額＞ ■お問い合わせ先：川内年金事務所☎22－5279

平成15年度
の月分

平成16年度
の月分

平成17年度
の月分

平成18年度
の月分

平成19年度
の月分

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除 全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除

―

―

11,050円

11,080円

11,170円

11,220円

11,420円

11,260円

11,230円

7,320円

7,350円

7,370円

7,390円

7,440円

7,480円

7,620円

7,510円

7,490円

―

―

3,680円

3,690円

3,720円

3,740円

3,800円

3,750円

3,740円

14,640円

14,690円

14,750円

14,780円

14,890円

14,970円

15,240円

15,020円

14,980円

平成20年度
の月分

平成21年度
の月分

平成22年度
の月分

平成23年度
の月分

平成24年度
の月分

― 7,430円 ―14,860円

24広報さつま25 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2013/12 月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

文章は添削させていただく場

合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

コーナー

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧

姓
）
・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等

を
町
民
課
町
民
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

等
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時　

　

12
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　
　

い
き
い
き
学
習
室

■
申
込
期
日
　

　

12
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

町
民
課
町
民
係

　
　
　
　

（
内
線
２
１
２
５
）

　　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死

亡
す
る
と
年
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
年
金
は

死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
請
求
で

き
ま
す
。
請
求
で
き
る
方
は
、

死
亡
当
時
、
年
金
を
受
け
て
い

た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。

請
求
さ
れ
る
方
が
い
な
い
場
合
、

住
民
票
コ
ー
ド
の
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
則
死
亡
届
の
提
出
は
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
届
が
遅
れ
る
と
、

年
金
を
多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、

後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

遺
族
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
（
22
）
５
２
７
６

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
は
、
保
険
料

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
（
平
成
23
・
24
年

度
は
ま
だ
加
算
が
つ
き
ま
せ

ん
）
に
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

11月子牛せり市結果　期日：11月14日(木)～15日(金） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 253 137,352,000 1,012,000 542,893 281

301

292

562,443

554,144

808,000

1,012,000

192,918,000

330,270,000

343

596

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対10月分）

16,733円高値

 25,769円高値

　 22,098円高値

読者プレゼント

１月号のお便りコーナーに掲載された方へ「さつまるちゃんスト

ラップ」をプレゼント。たくさんのご応募お待ちしております♪

【応募締切】12月16日(月)消印有効】

広
　
告

広
　
告診療科

内　科 神 野

益 崎

本 坊

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野
大 塚

神 野
大 塚 神 野

花 田 花 田 花 田
大学

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土
薩摩郡医師会病院診療案内

(TEL：0996-53-0326)

(Ｈ25.4.1～)広
　
告

有料広告
　　募集中

広報紙に広告を掲載しませんか？

１枠１万円(縦6.0㎝×横8.5㎝）

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

http://www.satsuma-net.jp/contents.cfm?id=1643

　＆学校説明会

聖劇、 ハレルヤコーラスなどカトリック学校ならではの

クリスマス会です。 学校説明会では、 本校の教育の特色、

入試について詳しく説明いたします。 ぜひご参加ください！

大口明光学園中学校・高等学校
カトリック女子校

12/14 土

０９９５-２２-０６０９

学校クリスマス

http://www.okuchimeiko.ac.jp

9:00~12:30

さつまるちゃんストラップをさつまるちゃんストラップを

差し上げます！



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年12月１日生

ちゃん牛之濵聖海

両親から一言

父　貴　海 さん

母　由　香 さん

元気に大きく
　　なってね！

う し の は ま せ い あ

西町公民会

26広報さつま27 広報さつま

10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分
（
７
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分
（
17
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

農
政
課　

農
産
園
芸
係　

白
石　

慎
司

農
政
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

No．26さつま町よかとこファイル

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お
便
り

　
　

待
っ
て
ま
す

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

特
定
健
診

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。）

(10月分)

※個人情報の取扱い

・ご記入いただいた個人情報

は、お便りのご紹介・賞品

発送以外の目的では使用し

ません。

　

紫
尾
山

は
、
さ
つ

ま
町
の
北

西
に
北
薩

の
屋
根
と

し
て
そ
び
え
、
昔
か
ら
霊

峰
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
山

で
す
。
標
高
、
１
，
０
６

７
ｍ
の
山
頂
か
ら
の
展
望

は
雄
大
で
、
快
晴
の
日
に

は
、
北
は
出
水
平
野
か
ら

天
草
の
島
々
や
雲
仙
ま
で
、

東
は
霧
島
連
峰
、
そ
の
南

に
、
錦
江
湾
、
桜
島
、
更

に
遠
く
開
聞
岳
が
か
す
み
、

西
は
川
内
川
が
大
き
な
河

口
を
広
げ
て
い
る
東
シ
ナ

海
や
甑
島
を
眺
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
落
葉
広
葉
樹
の

ぶ
な
、
ア
カ
ガ
シ
の
大
木

も
見
ら
れ
、
テ
レ
ビ
中
継

所
、
無
線
中
継
所
、
無
人

測
候
所
の
ほ
か
上
宮
神
社
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
ま
で
は
、
登
山
道
（
中

腹
に
は
、
千
尋
滝
も
あ
り
）
と

自
動
車
道
路
（
入
口
か
ら
頂
上

ま
で
４
㎞
）
が
あ
り
ま
す
。
身

近
な
場
所
で
す
の
で
、
森
林
の

心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
是

非
山
頂
か
ら
の
眺
め
を
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
冬
は
寒
い

の
で
防
寒
対
策
を
！

　
　

（
鶴
田
町
郷
土
誌
参
照
）

き
り
と
り
線

きりとり線

・10月３日　　　51,500円

　慶弔金・供花

　(町・町教育委員会)

・10月６日　　　22,324円

　関東求名会総会時地元産品送付

・10月18日　　   3,935円

　国民健康保険事業・特定健診

　等研修視察受入時（３団体）

・10月18日       4,778円

　原子力防災広域避難協議時

・10月27日　　　22,987円

　関東永野会総会時地元産品送付  

・10月31日　　　 6,380円

　第８回国道504号さつま町・

　出水市区間改良整備促進議

　員期成会総会時

町長の動静 （平成25年10月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

紫尾山頂からの眺め

一ツ木から見た紫尾山

1
日

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

  　

20
日 

    

21
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

▽
百
歳
長
寿
祝
訪
問

９
月
定
例
議
会
（
最
終
本
会
議
追
加
議
案
等
）

辞
令
交
付
式
・
職
員
朝
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
町
政
座
談
会
（
紫
尾
区
）

県
北
薩
振
興
局
と
の
行
政
懇
話
会　

▽
九
州
電
力
と
新
庁
舎
移
転
電
気
料
協
議

上
宮
保
育
園
運
動
会

ク
オ
ラ
キ
ッ
ズ
運
動
会　

▽
鶴
田
小
学
校
運
動
会　

▽
船
木
区
豊
年
踊
り

辞
令
交
付
式

日
特
製
作
所
社
長
来
庁
面
談　

▽
新
庁
舎
建
設
工
事
進
捗
状
況
報
告
協
議
（
請
負
業
者
）

行
政
シ
ス
テ
ム
社
長
来
庁
協
議

子
牛
せ
り
市　

▽
川
薩
林
材
協
会
「
木
の
日
」
の
要
望
活
動
対
応　

第
12
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
審
査
会　

▽
南
日
本
放
送
開
局
60
周
年
記
念
式
典
（
鹿
児
島
市
）

原
子
力
防
災
対
策
訓
練
・
会
議

第
７
回
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

第
５
回
さ
つ
ま
町
民
体
育
祭

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
鹿
児
島
県
大
会
（
阿
久
根
市
）

鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
来
庁
協
議

議
会
決
算
特
別
委
員
会
町
長
総
括　

▽
職
員
団
体
と
の
交
渉　

▽
南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

志
布
志
市
長
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
志
布
志
大
会
趣
旨
説
明
来
庁
協
議　

▽
町
政
座
談
会
（
宮
之
城
屋
地
区
）

さ
つ
ま
警
察
署
管
内
防
犯
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

▽
宮
之
城
病
院
運
動
会　

第
６
回
市
場
ま
つ
り

県
市
町
村
課
来
庁
対
応　

▽
新
庁
舎
進
捗
状
況
視
察　

▽
ド
ッ
ト
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
会
長
来
庁
面
談

出
身
県
議
ほ
か
来
庁
面
談　

全
国
町
村
監
査
委
員
功
労
者
表
彰
伝
達
式　

▽
企
業
立
地
促
進
助
成
金
決
定
通
知
交
付
式

水
道
事
業
電
子
入
札
（
４
件
）　

▽
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
事
務
局
協
議
（
鹿
児
島
市
）

永
野
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
交
付
式　

▽
鹿
児
島
森
林
管
理
署
来
庁
協
議　

▽
町
政
座
談
会
（
船
木
区
）

う
ん
ま
か
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
激
励
（
い
ち
き
串
木
野
市
）

秋
の
火
災
予
防
運
動
訓
練
式　

▽
第
９
回
紫
尾
温
泉
ま
つ
り

建
友
会
役
員
と
の
協
議　

▽
北
薩
森
林
管
理
署
長
来
庁
協
議　

▽
さ
つ
ま
地
区
防
犯
協
会
地
域
安
全
推
進
会
議

商
工
業
後
継
者
・
新
規
参
入
者
祝
金
贈
呈
式
（
７
名
）　

商
工
会
青
年
部
防
災
グ
ッ
ズ
贈
呈
受
入　

▽
農
業
後
継
者
祝
金
贈
呈
式
（
２
名
）

全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大
会
in
志
布
志
市
（
市
町
村
長
会
議
ほ
か
〜
31
日
ま
で
）

国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市
区
間
改
良
整
備
促
進
議
員
期
成
会
総
会

・
さ
つ
ま
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

男 女 女男男 女

い
ま
む
ら

か
み
う
ら

た

な

か

り
く

し
ゅ
ん

し
ま
ざ
き

も

も

な

り

り

こ

な
が
や
ま

じ

ゅ
な

は
る
と

女

た

ち

わ

な

は

な

う

え
ま

小
平
　
正
幸
　
79
　
ほ
た
る

久
保
ヨ
シ
エ
　
87
 　
北
原

　
　
貞
雄
　
　
79
 　
湯
之
元

栗
野
　
久
雄
　
85
 　
大
願
寺

南
原
　
セ
ツ
　
85
 　
甫
立

梅
木
田
テ
ル
　
95
 　
紫
尾
上

外
堀
ム
ツ
ヱ
　
83
 　
時
吉
中
城

　
永
　
行
男
　
80
 　
中
央

堀
之
内
義
巨
　
83
 　
新
町

中
島
カ
ズ
ヱ
　
93
　
布
田

宮
田
　
千
束
　
85
　
き
ら
ら

　
立
　
京
子
　
88
　
湯
田
原

　
屋
　
文
和
　
64
　
城
之
口

島
元
　
保
男
　
72
　
中
央

外
園
ケ
イ
子
　
89
　
城
内

出
野
　
利
秋
　
80
　
紫
尾
上

有
川
千
枝
子
　
66
　
町
頭

　

特
定
健
診
は
、
国
保
加
入
者
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
す
。
内
臓
に
脂

肪
が
た
ま
り
過
ぎ
て
お
腹
ま
わ
り
が

太
く
な
っ
た
状
態
に
加
え
、
血
糖
、

血
圧
、
脂
質
の
数
値
に
異
常
が
あ
る

と
、
や
が
て
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
病
気
を

未
然
に
防
ぐ
健
診
で
す
。

　

町
で
は
昨
年
度
、
こ
の
受
診
率
が

厚
労
省
の
示
す
65
％
を
大
き
く
ク
リ

ア
す
る
70
．
４
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

県
平
均
が
40
．
９
％
で
す
の
で
、
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
公
民
会
長
や
健
康

づ
く
り
推
進
員
の
「
地
域
力
」
の
発

揮
、
各
被
保
険
者
の
健
康
に
対
す
る

意
識
高
揚
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

県
平
均
3
6
９
，
２
９
５
円
（
町
村

平
均
3
3
0
，
4
8
4
円
）
に
対
し

て
、
本
町
は
4
2
5
，
9
5
4
円
と

県
内
５
位
の
高
医
療
町
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
病
気
を
未
然
に

防
ぐ
受
診
率
を
高
め
る
こ
と
や
一
人

ひ
と
り
の
自
主
的
健
康
づ
く
り
は
極

め
て
大
切
で
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
よ
う
な
中
、
国
保

税
は
一
人
当
た
り
6
6
，
7
6
3
円

で
県
内
43
市
町
村
中
、
高
い
方
か
ら

26
位
で
中
位
以
下
で
す
。
（
最
高

9
1
，
3
6
2
円
）
。
こ
れ
か
ら
も

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

上
間
莉
々
子 

　
　
眞
人
　
下
京
塚
原

立
和
名
杷
奈 

　
　
悦
司
　
轟
原

永
山
　
珠
奈
　
　 

勇
介
　
旭

　
村
　
遥
翔
　
　 

博
　
　
鶴
田
南

島
﨑
　
百
那
　
　 

祐
一
　
湯
田
中

上
浦
　
駿
　
　
　 

光
博
　
東
湯
田
原

田
中
　
陸
　
　
　 

圭
一
　
町
頭

あ
が
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ホ
ー
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ペ
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

h
ttp

://w
w

w
.satsu

m
a- n

e
t.jp

so
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編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
４
）

平
成

2
５
年

1
2
月
５
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
５

６
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

平木場 朝日
ひ ら こ ば あ さ か

さん
薩摩中学校３年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,022人（- 21人） 

　男　　10,637人（-  9人）

　女　　12,385人（- 12人）

    世帯数　9,760世帯

 転入    37人　転出   42人

 出生　   9人　死亡   25人

 （平成25年11月１日現在）

     （　）は前月対比

夢を与えるグランドスタッフを目指します
　私の将来の夢は、空港のカウンターなどでお客様に笑顔で接客

するグランドスタッフになることです。私にとって、親戚の送迎

や家族旅行などで行く空港は小さい頃からの楽しみでした。空港

で、子どもやお年寄り、外国の方にも笑顔で接客している姿を見

て、「私もこんな所で働いてみたい」と小さい頃から思っていま

した。私の夢は今でも変わっていません。笑顔で接客し、たくさ

んの方に夢を与えるグランドスタッフになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

12　月

１　月

12　月

１　月

8日

15日

22日

23日

29日

30日

31日

1日

2日

3日

5日

薩摩郡医師会病院

クオラリハビリテーション病院

木原医院

鬼丸整形外科

相良医院

さつまクリニック

小緑内科

薩摩郡医師会病院

溝口整形外科

稲津病院

てらだ内科クリニック

５３－０３２６

５３－１７０４

５２－２７００

５６－８８１１

５３－０１６０

５７－００２０

５２－１６７６

５３－０３２６

５２－４６６８

５２－３３５５

２１－３２３２

8日

15日

22日

23日

29日

30日

31日

1日

2日

3日

5日

青空薬局

my薬局さつま

みやんじょ薬局

フタヤ薬局

うさぎ薬局

ドレミ薬局

とどろ薬局

青空薬局

ヘルシー薬局

やまだ薬局

さし薬局

５２－０１０１

２９－３１００

５２－４６５０

５９－２０３３

５２－４１１６

２１－４５７５

５２－２５２５

５２－０１０１

２１－３７３９

５２－４５８５

２１－３６１０

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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